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資料２

事 業 完 了 報 告 書

（北星６地区防災事業実行委員会）

事 業 名 北星６地区防災事業

事業実施期間 平成３０年８月１３日から平成３１年３月１５日まで

事業概要

・実施内容

１ 事業概要

継続的な防災学習の機会を提供するとともに，自助・共助による防災体制の強

化に向けて地域の防災意識を高めることを目的に，次のとおり防災事業を実施し

た。

２ 実施内容

（１）「北星６地区防災フェア（北星，旭星，川端編）」の開催

※ 北星，旭星，川端の３地区を対象に開催したのは，平成２８年度に続き

２回目

ア 日 時 平成３０年１０月２０日（土）

午後１時３０分～午後４時３０分

イ 場 所 北星地区センター（旭町２条８丁目） ※災害時の避難所

ウ 参加者 北星，旭星，川端の各地区市民委員会の関係者等 計８４名

エ 実施メニュー

（ア）旭川地方気象台職員による出前講座の実施

最近の気象変動に関する住民の不安や疑問に応えるため，９月６日の地震

を含め頻発する気象災害と対応を学ぶ，出前講座を実施

（イ）市防災課職員による出前講座の実施

地域での防災活動につなげるため，停電時の対応に係るグループワークと，

実際に発生した自然災害（岡山県倉敷市等）を踏まえた避難対応等を学ぶ，

出前講座を実施

（ウ）住民主体の防災活動（団体）の紹介

自助・共助による防災体制づくりにつなげるため，住民主体で防災活動を

行っている，旭星地区女性防火クラブと旭川市消防団第２４分団の２団体か

ら，日頃の活動紹介と団体加入の周知を実施

（エ）防災に係る各種展示・見学

様々な防災学習のため，４つの展示等コーナーを設置・見学

○被災地等パネル（市防災課） ○雨量計等観測機器（旭川地方気象台）

○防災グッズ（㈲ワーク旭川） ○避難所擬似体験（実行委員会）

（オ）非常食の試食体験

災害時の状況を体験するとともに，非常食の普及を図るため，非常食の試
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食体験を実施

※ 当初，９月２２日（大有小学校）開催で計画していたが，９月６日の停電

の影響で延期となり，北星地区センターでの開催に変更となった。

※ 今回の開催に係る住民の評価，今後の活動に係る意見，防災フェアをきっ

かけとした防災活動の広がりを把握するため，参加者に対し，アンケート調

査を実施

（２）地域内の各団体の防災事業への支援

町内会など地域内の各団体の防災活動につなげるため，上記（１）の参加者

に対し，防災の取組と関係団体の連絡先を掲載した資料を配付し，周知を図っ

た。

実施効果

・課題

○事業実施による効果

・市防災課職員による出前講座では，実際の災害現場での体験談を踏まえた具体

的な話があり，身近に起きる災害について考える良い機会になった。

・停電被害（ブラックアウト）にあって間もない防災フェアの開催であり，グル

ープワークにて，停電時の対応や，冬期を考えた備えなど，実際の災害対応を，

参加者で話し合うことができ，災害時の対策を知り，防災意識を高める良い機

会となった。

・今回対象とした北星，旭星，川端３地区の町内会役員等が参加し，また，川端

地区では市民委員会の広報誌に報告記事を掲載，北星地区では市民委員会の新

年交礼会で報告するなど，広く住民に周知を図ることで，必要性を感じてもら

う一助となった。

○今後の課題

・防災フェアは概ね好評な意見が多かったが，「時間が長い」や「単なるフェアで

は意味がない」などの意見もあり，今後の事業構築に際し，検討を要する。

・防災フェアの今後の開催について，約９割が参加の意思を示しているが，今後

の町内会での防災活動の実施については，約４割が前向き（実施済・予定含む），

約５割が「どちらともいえない」という回答であり，町内会単位での活動の広

がりといった面で一定の成果があった一方で，今後の課題でもある。

・防災フェアの参加者は，９割強が６０才以上と年齢の高い方が多く，町内会の

加入率向上や，担い手の確保といった観点からも，若年層の参加について，検

討を要する。

・今後の事業構築に当たっては，実際に災害を体験したことも鑑み，次の災害に

備えて，何が本当に必要なのか，どのような体制が必要なのかなど，具体的な

活動につながる工夫（実践的な内容を取り入れるなど）について，検討を要す

る。

・また，実際の防災活動・災害対応を鑑み，要支援者への支援を行う福祉関係団

体（地区社会福祉協議会，地区民生児童委員協議会等）の参加についても，検

討を要する。


